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第５回森林再生実行会議 議事録（全文） 

 

令和 4年 2月 20日（日）13：30～15：30 

松本市役所 本庁 第一応接室      

 

（森林環境課長） 

 定刻となりましたので、只今から、第５回 松本市森林再生実行会議を開会

いたします 

本日の会議は、ＹｏｕＴｕｂｅ松本市公式チャンネルで配信しています。 

会議の終了は、午後３時３０分を予定しています。 

 では、香山座長に進行をお願いします。 

 

（香山） 

 それでは、第５回の会議を始めたいと思います。 

 第５回の最終回は、多くの市民の皆さんと交流できるイベント型の開催を計

画していましたが、新型コロナウイルスに関わる「まん延防止等重点措置」に

伴い、市民の皆さんは、ＹｏｕＴｕｂｅ配信で見ていただく形に変わりまし

た。 

 ただし、ゲストで、市川さん、菊地さんにＺｏｏｍで参加をお願いし、協議

に加わっていただき、進めていきたいと思います。 

 時間が２時間と少ない中で、ボリュームが盛りだくさんですので、前置きは

この位にして、本題に進んでいきたいと思います。 

 今日の課題は最終回で、森林再生実行会議を１年間行ってきた総まとめとし

て、市長への提案書をどんな形に作っていくのかを議論していきます。 

 ただし、２時間の会議の中では、提案書を作るところまではいきませんの

で、どこがポイントなのかを改めて、委員４人と市民目線で市川さん、菊地さ

んにコメントをいただきながら、最終的に１か月しかない中で作っていく提案

書の土台を作ろうと思います。 

 文書自体は、会議の中では作りませんので、委員４人と事務局で最後に詰め

ていきたいと思います。 

 今日の進め方としては、手元にあるドラフトを見ながら、進めていきたいと

思います。 

 ドラフト自体は、Ｆａｃｅｂｏｏｋに午前１１時にアップロードしています

が、少し書き加えた最新のものが、委員の手元に配られたドラフトになりま

す。 

配信をご覧の皆さまのドラフトには記載のない議論もありますので、ご了承
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ください。 

 まず提案書の構造ですが、昨年度の森林再生検討会議で提出された提言書の

章立てに従って作ろうと考えています。 

ただし、その前の段階として、ドラフトの第２章の森林再生に向けた課題を

読んでおいたほうがいいと思います。 

これは、昨年度に提出された提言書の内容にも少し記載されていましたが、

結局どこに問題があるのかを改めて出したほうがいいと思い、ドラフトの２に

記載しました。 

今日の議論の中で、そこを最初にもう 1回おさらいする感じです。 

ドラフトの第３、４、５章は、わりと専門的な話になるため、それほど議論

するようなことではないので、さらっといきます。 

もう一つは、前回の会議でも議論をしていますが、昨年度に提出された提言

書の中で大きなウエイトを占めている、第６章の人材と組織になります。 

森林再生市民会議を作ると提言され、どんな形にするのかをこの今回の実行

会議の中で協議していかないと、来年度動けないと思います。 

その部分についての議論を、後半の時間でしていきたい。 

そのために、市民会議の動かし方というタイトルのドラフトがありますの

で、それを見ながら進めていきたいと思います。 

それでは、課題の部分を改めてドラフトを見ながら整理していきたと思いま

す。 

専門家がいない。 

実行会議の委員４人のうち３人は比較的に専門家側だと思いますが、そうは

言っても専門家がいない。 

特に松本市に専門家がいないと言ったらいいかもしれませんが、その辺のと

ころをどういうふうに考えているのか小山さん。 

 

（小山） 

実際の現状認識の中で大きく分けて３つの課題があります。 

一つ目は、専門家がいないという大きな課題の中に、市町村職員の問題、そ

れから、私たち委員の問題があると思います。 

専門家がいない課題をどのように解決していくのかといいますと、松本市は

比較的、全国的に見れば優れた方だと思います。 

しかし、市町村の職員採用形態で考えていきますと、長野県、国であれば、

林業職種での職員採用がある場合が多いのですが、実際にそういう採用形態を

常に維持するのは、市町村レベルではかなり難しいのが現状ではないかと思い

ます。 
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また、そういった形で仮に採用されたとしても、市町村の行政は幅が広いの

で、ずっとそこに居ることは難しく、色々な部署に行く機会が出てきます。 

そこで、どうやって育てて、職員の技術力を磨いていくかについては、私が

所属しています県の立場（指導）としても、ちゃんと出来てないということが

ブーメランのように私自身に返ってくるわけですが、そういったところでの技

術力を維持しながら、市町村の林業行政を預かる職員として付き合う必要があ

るのではないかと思います。 

一方、県の職員という立場になりますと、県には林業普及指導員という職員

がいますが、まだ少ないという現状があります。 

県と市町村の連携がなかなか難しいという場合が現実にはあるのではないか

と考えています。 

私どもが勤めております県林業総合センターにおいても、県それから市町村

との連携をとなりますが、私自身の職場には、現状３名の職員で県全体を見て

いますが、かなり厳しい。 

また松本市としても、これだけ大きくなった市全体を見ていくのは非常に厳

しい部分があると思います。 

そうすると、行政に頼った専門家もある一定量は必要ですが、そればかりで

は、大変ではないかと現状を整理してみたらいいかなっていうのが、前半部分

の専門家の課題ということで、メモ書きで現在作っているところです。 

 

（香山） 

 ちょっと違った立場の専門家ですが、三木さんはどう思いますか。 

 

（三木） 

全国的な研究では、市町村の森林関係の部署は市町村森林整備計画等の法律

で決められた業務をやるのに、手一杯な状況であるということが明らかになっ

ています。 

そう考えると、市町村役場の中だけでは市全体の森林をこれからどうしてい

くか、それから市民がこんなことやってみたいと言うことに、すぐに対応する

のはなかなか難しいだろうと思います。 

そうするともちろん、県等の力を借りるのも必要ですけれども、市民自身が

ある程度自分たちで、こうしたいんだっていうまとまった形で示せる場所が必

要になってくるだろうと思います。 

それは、問題意識として同じかなと思います。 

一方で、このドラフトの中にも書いてありますけど私たち大学の研究者は、

自分の専門については、非常に詳しいかは分かりませんが、関心を持ってやっ
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ています。一方で、市民の方々が考える森林についての認識は、非常に様々で

す。 

例えば、松本市の森林をこれからこういうふうな形にしていきましょうって

いうのを、研究側の専門家が考えると、その人が得意なところだけになってし

まいます。実際に、市民の中にどういったニーズがあるのかが明らかになれ

ば、それぞれの専門とする人が、それに助言をしたり、一緒に考え、一緒に実

行していくことが初めてできると思います。 

 

（香山） 

そういう中で、現場と学問的な専門家、あるいは行政的な専門家の間を繋ぐ

役割がフォレスターではないか。 

そういうことで、森林総合監理士（フォレスター）っていう制度が今の日本

の中にあるわけですけど、提言書ではそういうものが必要だろうと書いていま

すが、現実にはまだ機能してない。 

森林総合監理士の資格を持っている方は大勢いらっしゃって、それぞれの活

動をされていますが、まだこういうところまで繋がっていない。 

林業・森林について、非常に高度な専門的なことが必要なのに、専門家はい

るが、それが実際に現場へ繋がっていくようなシステムがない。 

それが松本市だけの問題ではなく、恐らく日本中にもあると思いますが、な

おさら松本市においては、難しい状況です。 

それをどうしようかというのがこの会議の課題ではなく、次にどうしようか

というのが現状認識だと思います。 

渡辺さん、そういうわけで専門家が当てにならないのですが、どうします

か。 

 

（渡辺） 

私は３年前に松本に移住した時に、木が好きで、まず誰に相談したらいいの

かが分からないということや、窓口がどこにあるのかが分からないこと、里山

に勝手に入ってはいけないという意識があるので、そういった時に、どこに行

ったらいいのかがまず分からないということです。 

また、前回の会議で、市民の方からの意見の中に、相続で先代から山を引き

継いだが、その後どうしたらいいのかが分からない。管理や場所も分からない

ことが悩みとしてあって、そういった悩みを相談できる窓口を市民の方に届け

られたらいいなと思います。 

 

（香山） 
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それが次の課題の２の中で、市民の関心が薄いというところにも繋がってく

ると思いますが、ここで、ゲストの方と繋がっている状態ですが、お話できる

でしょうか。 

それでは、これからゲストの方に入っていただいて、市民の関心が薄いこと

について、我々の簡単な調査の中でもこんなことをやっているということにつ

いても市民からの反応は、なかなか難しいという印象があったのですが、市川

さん、松本市の他の委員会にも入っていただいていますが、この森林再生につ

いて、市民目線で見た時に、どんな印象を持っているのか、ちょっとお話して

いただけますか。 

 

（市川） 

現在、アルプス公園の自然活用検討会議の委員をしています。 

仕事はデザインや企画の仕事をしていますが、市民として松本の山や森林の

活用に関心があるので、今日はこの検討に参加させていただければと思いま

す。 

市民として関心が薄いということに関してですが、そもそも市民の関心が薄

いのかが、いろんなイベントや生活をしていて、思うところが幾つかあるかな

と思っています。 

関心はあるが、それをどう表に出していいか分からないっていうことも一つ

課題かなと考えています。 

例えば、山に入って何かしたい、自然観察したい、キャンプしたいという、

一歩先の課題に関して触れる機会っていうのは、そもそも見つけづらかったり

参加しづらい。 

ファミリーや子供向けだったりすると、それ以外の方は、なかなか参加しづ

らいのかなっていうのを、実際感じたこともあります。 

市民の方の関心を、よりイベントや実際に参加するものが幅広くあると、実

際に関心がある人が目に見えてくるので、そうすると関心が薄いかどうかが、

より分かりやすいのかなっていうのを、お話をお伺いして思いました。 

 

（香山） 

関心が薄いかどうかは、実はよく分かってない。 

森林再生実行会議の最初は市役所で始まり、休日に開催していますので、そ

もそも入って良いのか分かんないような場所で会議をしていました。 

前回は、あがたの森公園で開催したわけですけど、ＹｏｕＴｕｂｅやホーム

ぺージ、あるいはＳＮＳで伝えても、なかなか伝わりきっていない。 

関心が薄いのかも実はよく分かっていないのかもしれないです。 
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その辺をもう１回渡辺さんに振ってしまうのですが、渡辺さんは関心が薄い

のではなく、関心がかなり高いポジションにあって、こういった委員にもなっ

たのではないかと思いますが、実際に同年代で話す中で、関心はどの辺にある

と思いますか。 

 

（渡辺） 

関心について、うまく伝える自信がないのですが、山や登山が好きで関心の

強い人がいるのもそうですし、キャンプという切り口で、山の事にはあんまり

詳しくないけど、ソロキャンプや家族でキャンプをするのは好きだという方も

関心がある。その関心っていう一括りでいうとちょっと難しいと思うのです

が、何かしら木に関われそうな、いろんな派生があります。 

その意味であれば、松本市は移住の方も多いので、その中には関心を持って

きてくださる方もいらっしゃると思います。 

また、クラフトフェアっていう大きなイベントがあるときには、松本市以外

の方も興味を持って松本に足を運ぶ方もいらっしゃいます。 

一方で、元々、松本に住んでいる方が、山が近くにあるのが当たり前すぎ

て、関心という部分が「当たり前にあるもの」になっている方もいらっしゃる

のではないかと思います。 

 後は、街の中で内装に木を取り入れている方や、料理店で経木を使われてい

る方、関心を持っている方もいらっしゃると思います。 

 

（香山） 

実は今、私たちがこういったことを行っている一つのきっかけは、松枯れで

した。その松枯れが、多くの市民を引き寄せたことは事実です。 

それに対して、大変な議論があって、昨年度の提言もあって、技術的にはこ

こだということが示されていますが、もう松枯れは終わったのかなということ

になると、また関心が他の方にいってしまいます。 

森林っていうのはずっとあるのですけど、マツが枯れた後にどんな森林がで

きるかっていうことを、昨年の提言の中でも具体例として示されてはいたので

すが、なかなか、どう繋げばいいのかなっていうところが浮かんでこない感じ

もありまして、後々繰り返し出てくる話になるかもしれないのですが、この関

心の部分の文書をだいぶ作文していただいたのは小山さんだと思うのですが、

すいません、ネットにはまだこの部分出てないですが。 

 

（小山） 

実際に、渡辺さんや市川さんが言われるように、いろんなチャンスに欠ける
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のではないのかなっていうのは、私自身もそうだと思います。 

私たちの生活とどのぐらい森が近いのかなと考えていくと、案外近くないの

ではないのかなっていうのが、街の中に一日立たせていただいた経験です。 

それはいろんな報告書を今回読ませていただきました。 

委員会報告書などからもかなり文書をいただく中で、いろんな世代の方にと

ってみて、チャンスが少ないよねっていう部分も当然あるのですけどもそのチ

ャンスを作り出すほど皆さんが森というキーワードが出にくくなっているって

いうのが問題なのではないか。 

ということは、やろうとする人はチャンスを作り出すんだけれども、それで

来る人もいないとやはり市としては、大事な意識を持ってくる。 

目の前に松枯れが起きて、木が枯れてしまった。 

あれ、困ったぞっていうのは今回の一番のキーワードだと思うんです。 

じゃあ、松枯れの後何かの森になってしまったらそれこそまた忘れてしま

う。ということは、私たちと、近くの山とが、ちょっと距離が離れているんじ

ゃないかな。 

そこが一番問題で、距離が離れているからまた新しいチャンスを作って皆さ

んを近づけましょうっていうと、その 1回はできるかもしれないけれども、じ

ゃあそれがずっと続いていくようにしていくにはどうしたらいいのか。 

そういった活動を、これからずっと続けていかないと松本市の森林が再生し

て動いていかないような気がした。 

そこを大きな課題かなと思って、少し加筆をさせていただいています。 

そういう意味では、僕は逆に市川さんがそういうご提案を持ってこられて、

地元にそういったこととは無関係で街づくり全体のことでかなり関心を持って

おられた菊地さん、突然呼びつけられて申し訳ない部分があると思うんですけ

ども、その菊地さんにとっての森ってどんなイメージなのかなって聞いてみた

い気はするんですけれども。 

 

（香山） 

順番が回ってくると、待っておられたと思います。 

それでは菊地さん。お願いします。 

 

（菊地） 

参加が遅くなり、申し訳ございません。 

今日はお呼びいただきまして、どうもありがとうございます。 

これ今、あれですよね。松本市のＹｏｕＴｕｂｅチャンネルでライブ配信さ

れている状況という理解でよろしいですか。 
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一言だけ自己紹介をします。 

松本市の駅前大通りで栞日という書店兼喫茶や、向かいにある菊の湯ってい

う銭湯の運営をしております、代表取締役の菊地と申します。今日はよろしく

お願いします。 

まず、皆さんの議論と手前にあった委員会の提言というところに対して、一

言一句を目で追えているわけではないので、やや的外れな発言もあるかと思い

ますがその点、あらかじめご了承いただけたらと思います。 

今、小山さんが関心を寄せてくださった僕の視点で見たときの森であったり

とかはどういうふうな存在なのかっていうところに対して、まず端的にお答え

します。 

僕自身は、静岡の生まれ育ちで松本という街にやってくる直前は茨城県のつ

くば市というところにいました。 

いわゆる大都会で生活をしたことがない人間で、静岡にいた時は比較的、山

や川が近い環境で生まれ育っています。 

つくばで大学を過ごした時にも、筑波山っていう山があって、学園都市とは

いえど、もともと桜村という村だったところなので、周りには田畑も広がって

いて、自然が豊かな環境の中で学生生活を過ごしていました。 

２０１０年の冬に松本にやってきて、このアルプスに抱かれた街に来た時

に、その山の存在感は、もうすごく大きなインパクトでした。 

静岡で生まれ育った時に見ていた、富士山の端正な佇まいとはまた別の圧倒

感みたいなものがあって、壮厳というような言葉がふさわしいような、ちょっ

と山の大きさとか、尖り具合とかに圧倒されるような思いを抱いたことが最初

ですね。 

僕にとって山は日々眺めるものであって、特に山登りは松本に来てからずっ

としたいな思って、こういう装備からまず入ってはみるんですけど、なかなか

店というものを構えてしまうと、行く機会というところを作るのが難しくて、

結局まだ山には登れず、もう１０年も経ってしまうみたいな格好になっていま

す。 

でも日々眺めていて、未だにやっぱりこう、特に冬の空気が澄んだときなん

かに、僕は今、中山に住んでいまして、松本市内の南の高台ですね。 

家から白馬の方が見えて、朝、山を見ながら下って出勤すると本当に気持ち

がスーッと整っていく。 

毎朝見ても、毎朝ちゃんと感動できる。「いやすげーなこの山」みたいな。 

そういう感覚で、見守ってくれている存在っていうところが大きくあるかな

と思います。 

ごめんなさい、僕のパーソナルな何ていうかな、育ちもあっての僕にとって
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のアルプス、特にアルプスの感覚というのは今、申しあげたようなところで

す。 

一方で、多分皆さんが議論の的としている里山であったりとかっていうとこ

ろに関しての関心という意味でいうと、これはもう比較的、最近僕の中でも高

まっているようなところがあります。 

大きな中山という山の中、どちらかというと山間部の中で、子どもを２人育

てながら、街に通いながら仕事をしているってところになってきたときに、今

の自宅に住むようなったのは、２０１６年なので、まだ１０年は経ってないん

です。 

自転車で通っているんですけど、中山小学校のあたり。 

そこまで高い中山ではないんですが、やっぱ自転車で通える距離に、これだ

け田んぼが主に広がって、木々に囲まれているところを毎日行き来できる職場

が街にあってっていうところが、僕の中ではすごくスイッチのオンオフにもな

る。自分の仕事に集中して家に帰ったら家庭があってっていうところもすごく

満たされていて、何かこのコンパクトな街をこう山がぐるっと囲んでいるって

いうこの環境は多分僕だけじゃなくて、いろんな人にとって、仕事って意味で

も、その生活っていう意味でも、もっと日々の中で活かせたらいいのではない

のかな、というような感覚は自分の日常に引きつけたときに、感じる部分とし

てはあります。 

最後に一つ添えさせていただくと、先ほど市民の関心が薄いという点でお話

があったと思うんですが、皆さんそのドキュメントの中にも書かれているよう

に、市民をどう位置づけるかところと併せて申しあげるならば、市民の関心が

薄いことが、この森林再生という取り組みに対して、どのように課題なのか。 

逆に言うと、その市民の関心が高まることによって、森林再生がどう進んで

いくことを皆さん期待なさっているのかっていうところが、僕も含め伝わって

いくといいのではないかなというふうに、今感じました。 

その市民をどう定義するかってことに関して言えば、住民と市民の区分を皆

さんなりに言語化なさっていたと思うんですけれども、松本市って広いじゃな

いですか。 

さっき松枯れの話があって、例えば四賀であったりだとか、僕が暮らしてい

る中山のあたりも、大分木を切ったなっていう、最近の印象なんですけど。 

やっぱその山間に住んでいる市民と、住まいも街場っていう、駅前のあたり

のマンションに住んでいる市民とでは、全然その森とか山とか木とか、自然に

対する感覚が異なるでしょうし、松本に通っている方の中でも都市生活者の方

もいれば、もう少し違うところに住んでいる方もいらっしゃると思う。 

なんかその市民という一言の言葉の中で括られがちなグラデーションを、ど
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のようにこの場では捉えるのかだとか、そのグラデーションの中で特に、どう

いう市民に関心を持っていただくことが必要なのかとか。 

そういった問題がどうしても出てくると思うので、市民かそうじゃないかっ

ていう二者択一の話ではきっとないと思うので、そのあたりの解像度がもう少

し上がっていくと良いのではないかなというふうに感じています。 

 

（香山） 

非常に分かってきました。 

市民ということの部分にいろいろ新しいこともいただいたんですが、森林に

ついても、もう 1回ちょっと定義を直してもいいのかなっていう気がちょっと

しました。 

森林っていうのは、どこにあるんだろうか。 

森林法では、森林というのは決まっているんですが、松本にとってあるいは

松本市民にとっての森林って、森林法の森林とイコールではない気がして、里

山って考えたときにその辺についてどうでしょう。 

小山さん、そのあと三木さん。 

 

（小山） 

非常に今の菊地さんの住民という市民っていう話はわかりやすい話だと。 

逆に私どものメンバーの方でも森林といった時の、実は森林っていう定義は

かなりグラデーションが濃い。 

法律で森林って調べますと、美ヶ原から山の上、北アルプスの山の上からず

ーっと降りてきて、実は菊地さんがお帰りになっている周りの山でぎりぎりあ

たりまで森林かというふうに多分思われると思うんですけども、実はその一部

が山、森林じゃなかったりする。 

昔畑だったところに、勝手に木が生えてきたところは、市の計画上の森林と

しては認められてない。それが先ほど言われた、人のところをターゲットにず

っと街に住んでいる人は市民でも、これに関わることの強い市民なのかどうか

っていうと、ある意味似通ってくる。 

そういうことも一つ言えばずっと通いになっているところにあるあがたの森

は森林かということであれはまた森林じゃないよね。 

だけど、私たちにとってみれば、実際に街の中でお話を聞いたとき松本の森

のイメージって何ですかって言われたら、あがたの森っていうふうにお答えに

なられた方が実際にいらっしゃる。 

そうすると街の人とかいろんな皆さんにとってみると、あがたの森もやっぱ

り森のひとつだよね。 
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だけど、行政的にはあれは森じゃないって言われると、どうすんねんこれっ

て話になって、多分お互いのグラデーションを持ちながら両方で広い範囲を持

っているじゃないかと。 

お互いの人たちが持つ、その市民のイメージもそうですし、今回の菊地さん

のお話でそこがすごいクリアになってくる。 

ただ、一方で僕らが考える森林のイメージは、林野庁の法律に乗っかった森

林と、そうじゃないんだけどすごく森っていう状態に見えるところと、明らか

に管理をしているのは森林の係じゃないんだけれども、市民の皆さんからすれ

ば大事な森だと思う。 

１０年くらい前ですが、ＦＭ長野の前のケヤキの木を切る、切らない、街の

森をどうするかみたいな議論が出たことがあります。 

でもあれは、今回関わらせていただいている森林環境課ではどうすることも

できない森なの。でも市民にしてみれば森じゃんっていうことになる。 

そこまでも多分含みながら考えていかないと、グラデーションを持ちなが

ら、それぞれのトーンを持たないといけないのかなっていうのが、少しこのど

んどん広がっちゃって、おかしくなるっていう、ちょっと気をつけなきゃいけ

ないところです。それでもそういう意識を持ちながら、こういうときはこうし

ようをこういう人たちがターゲット、街の人たちにとってみると、もしかした

らあがたの森みたいなのもそうですし、菊地さんのように、中山から通われて

いる方にとってみれば、周りに見える森は大事でしょっていう。 

それぞれの人対森という関係性をちょっと綺麗にしていくと、もうちょっと

この計画っていうのが、面白くなるのかなって気がします。 

 

（香山） 

里山っていうことで、生活に密着した森林っていうのを表しているんですけ

ど、この里山という言葉も、人によって随分感覚が違うんですが、集落部周り

に見えるところが里山なんて多くの人が今考えるかもしれませんが、別な考え

方で言うと、これ去年の専門家会議の中で出てきた議論ですが、1日で行って

帰ってこられる範囲が里山じゃないか。 

そうやって考えると、山辺地区の人たちにとっては美ヶ原あたりも里山にな

っちゃうんですね。昔はそれほど人と森林の関わりっていうのが深かった、そ

のぐらいに変化して、その変化の真っ只中に今もいると思いますけれども、そ

ういう中で、市民と森林っていうのをもう 1回整理して、そのあとの中でもい

ろんな議論をしていくっていう整理の仕方が必要だなと思いました。 

それでは、三木さん。今の話を引き継いで。 
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（三木） 

難しいんですけど、森林と市民との関わりいう点でもグラデーションがある

だろうなと思います。 

例えば、市民の中で林業の仕事をやっておられる方についてはまさしく職場

であるというような繋がりですし、例えば、山は眺めるだけの視界の中に入っ

ているものとして、遠景としての森林っていうふうな形で関わりを持っている

人もいてですね、別にどっちが偉いとかっていうふうな問題は、ないんじゃな

いかと。このグラデーションを前提として、話を進めていければいいんじゃな

いかなというふうには思います。 

例えば、遠い景色、遠景として森林を認識しているだけの人にとっても、そ

れが無くなっていいって話ではない。それがどうあるべきかっていうのはそう

いった人にとっても関心がある。それをうまく扱っていけると面白いんじゃな

いかなというふうに思う。 

それから実は森林そのものもですね法律上グラデーションがあるというの

と、森林の年齢そのものにも若い森林と成熟した森林というのが松本市にあっ

て、例えば今松枯れが被害を受けて伐っていますけれども、この伐った後には

新しい森林が出てくる。 

新しい森林は大きな木ではないので、それこそ小学生とか中学生が容易に管

理ができるような、森林ではやっぱり大きな松が入っているところは、写真な

んかも後ろに載っていますけど、やっぱりプロがやらなきゃいけない森林って

いうのもある。一方で、新しい森林は大きな木ではないので、それこそ小学生

とか中学生が関わりやすい。 

そうすると、今松本市の中には松枯れの後に次の森林が生えてくる。そこ

で、その市民が一緒に育っていくことができる森林というのが出来つつある。

これまでは割合大きな木ばっかりの森林であまりグラデーションなかったです

けど、これからそういう森林自体の年齢のグラデーションが出てくるっていう

ところもこれから面白いところかなと思います。 

 

（香山） 

松枯れという現象が起こって森林が変化しているっていう中で、森林の見方

が、変わっていくのかな。 

木が生えているところが全部森林なのかどうか分からないんですが、一方

で、街路樹とか、公園とかっていうのはもう明らかに緑として、グリーンイン

フラなんて言葉も今使われますけれども、松本にとってのひとつの環境そのも

のですよね。 

松本平の風景を作るっていうところをキャッチコピーにしている林業会社も



 13 / 36 

 

ある。 

林業ってのも山奥で木を切って出してくるだけではなくなってくる、そうい

う時代だと思いますし、そういう中で議論の進め方、議論の立っている場所、

どこに立って話をしていくのかなっていうことが、少しずつ動いていく、その

動いていくことをちゃんと捕まえていくってことが必要なのかとそんな気がし

ています。 

市川さんは眺める森林的な感じですか。生活している環境というのは。 

 

（市川） 

そうですね私も自宅が松本城の周辺なので、割と都心の中に住んで、意識的

に行こうと思わないとやっぱり山には関わらないかなと思うので、見る山に近

いですね。 

 

（香山） 

もちろん見る山も大事ですけど、どうやって実際に今公園的な森林もそうで

すけれども、普段からそうやって出かけていくっていうと、どういうきっかけ

で出かけていくっていうのがあるんでしょうか。 

 

（市川） 

やっぱり、仕事で林業をやったりとか農業やったりしないと、自らこう行く

きっかけがないとあれかなと思っています。 

私自身は自然が好きなので、キャンプとか、父が釣りをやるので美鈴湖の方

へ行ったりとか、やっぱりそういうアクティビティ系が多いですね。 

ただその中で最初知らないことがいっぱいあったんですけど、どんどんこう

知っていくと、すごく関わるハードルが下がってきたなっていうのは、体感と

して思っています。 

 

（香山） 

無理やり書いてあること（ドラフト）に結びつけているんですが、市民に求

められる役割とはどうなんだろうか、どこにあるんだろうかって言うね。 

それを今回の報告の中で一つ出していきたいと思っています。 

この話を、ちょっと時間配分を見ながらそろそろ始めていった方がいいかな

と思っています。 

なんのことかっていうと、市民会議というものなんです。 

市民会議というのを作りましょうと去年の提言の中で言いました。 

じゃあ市民会議って何なのか、市民の森林、松本市森林再生市民会議（仮）
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なんですけれども、今話してきた森林とか、市民とかっていうキーワードがど

真ん中に入ってきていまして、その松本市森林再生市民会議というのが何をや

るのかというとビジョンを作る、長期のビジョンを作る。そのビジョンを政策

が反映しなきゃいけない。そういうふうに書いてありますね。 

そのビジョンを作っていく市民会議はどういうものなのか。実はこの市民会

議の動かし方っていうこの文書自体は、今回の報告書の中にどう盛り込まれる

のか分からない。ちょっと外にはみ出しているメモ書きですけれども、そもそ

も会議、会議、そういう感じになっちゃうと思うんですけれどもこれから先、

いわゆる市民会議と言われるものを考えるときに、ちょっと面白い提案をここ

でしています。 

とにかく、山のことなんてね。 

ここでやっていることと、現場でやっていることが全然ずれちゃうってこと

は、意味がないんじゃないかという話なんですが、ここの部分のたたき台のこ

とを書いていただいたのは小山さんでしたっけ。 

 

（小山） 

実際こういうことをやっていこうよ。ビジョンを立てていこうよ。ともすれ

ば山でお仕事をしている人たちがこうしたら自分たちが楽しくなるよねって、

作り上げる。 

いろんなビジョンを作ります。長期の計画を立てます。 

どっちかっていうのはいろんな方の声を聞くけれども、将来の方向性をこう

したいよねって大きなもう何かイメージはあって、それをある種承認するとい

うか、それに近づけていく方向に考えていく、世の中意外と多いような気がし

ていて、でも森の話って、例えば明日の話を考えるって、今この辺で枯れてい

るマツも出てきたのは５０年から６０年前の話なんです。 

もしかしたらマツの寿命から考えれば、２００年、３００年生きている。 

要するにドラえもんが普通に歩いている時代まで、この次の木が育っていく

わけなんですよ。そうして考えていくときに、それを頭が白いとか頭の髪の毛

がないような人間が考えている時代じゃないんじゃないか。 

もっといろんな人たちがいろんな声を聞いて、自分たちの身近になって考えて

いこうよっていうのが多分ビジョン。具体的にそれをどうしてく、それがお仕

事としてどうなる、お金がどうかかるっていう話の前の段階をきちんとやって

いくのか。もうちょっと広い目線でやり、いろんなそのグラデーションがある

中でやっていくのが、わかりやすいんじゃない。じゃ、そういうビジョンって

どうやって作っていくんだろうというときに、どうやって皆さんと一緒にお話

ができたり、その時に多分大事になってくるのが、さっきの話も出てきた、ち
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ょっと通り道に森が見えるという菊地さんのようなタイプ。背景なんだよ。 

一方で菊地さんがこっちに来た時のようにあのアルプスの凄さはやめられな

いよね。登りたいけど俺は仕事が忙しくて登れないよっていうさっき言ってい

ただいたキーワード。アルプス公園に私は関わっているけれども、普段なかな

か誰かがうんと背中押してくれなきゃ動けない。こういうことって例えば会議

をやりますって言っても、「はい私やらしてください」とはならないはず。 

でも、何か起きたらそういう皆さんの声を森の中に反映させていくのは、だ

って毎日見ている、毎日通って気になっているもん、それが変わっちゃうとち

ょっと困るんじゃないっていう人たちが実は多いんじゃないかと。 

そういう人たちとビジョンを作っていきたいよねっていうのが最初に、この

メンバーの中で少し話をしていた。そういう人たちの声を、本気で動くって時

は、会議みたいなので、雁首そろえて、ロの字になって話をするのがいいのか

なっていうのは多分香山さんから出た意見、そもそも会議なのかという議論、

そういうのをどうやって組んでいったらいいのかっていうところが実は一番悩

みやすいところ。 

こうやって４人が前に座っていて、今日はお２人とですけれども、対面では

なくてオンラインではありますけれども、一応顔を見合わせながらお話してい

る形式がいいのか。そうじゃないよね、下手すればこういう話って飲みながら

わっと出てくるみたいなことも当然あるわけで、どういうスタイルにして考え

ていくのか。それが皆さんの中から多分かなりの皆さんは、俺は林業をしてい

ますよって人たち以外はちょっと遠い存在になる。そのちょっと遠いんだけれ

ども、今回みたいに松枯れで枯れてしまったら、いきなり皆さんあれどうした

の、困ったねって、言い出すようなものに対して、何かあったらふっと動ける

んだけど常にそういう人の気持ちに寄り添うことができるスタイルってどうし

たらいいのかな。 

市民会議って言われたときに、このメンバーで考えたのはそんなイメージ。

そういう空間ってどうやって作っていけばいいのかなっていうのが多分この動

かし方の一番上にある。どんな会議なのっていうドラフトになってくればよ

い。 

 

（香山） 

良くも悪くも行政がやると、もうこの次の段階は、いわゆる、森林とか林業

に関するステイクホルダーを並べて、ただその人たちにガンガン喧々諤々議論

したって先進まないから、とりあえずはたたき台になるものを、誰か文章の上

手い人に作ってもらって、それについてどうでしょうって、やるパターンにな

るんですね。 
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長野県で実は私そういう委員を過去に何度かやりまして、森林づくり条例と

か、森林づくり指針とかですけど、もう完全に専門家向けのもので、（市民

が）読んだことないんですよね、長野県の森林づくり条例とかね。 

 それは専門家が自治体の行政をやるうえでの参考になる資料として作られて

いますけれども、これから松本でやっていくのはそういう話じゃない。それを

どういうふうに作っていくか、そういう市民会議を作っていきたい。  

 いわゆる行政的な意味での専門的どうこうしなきゃいけないこと、それはそ

れで別途やればいいんですよ。まさにさっき言った専門家が足りないって部

分。大きな課題ではあるのですが、足りないなりにも専門家が頑張って勉強し

てやっていけばいいですけど。 

 ただビジョンというのはもっと大きな広い背景になるので、どういう考え方

の土台があったらいいのか、そういうような話でそこをつくる会議というの

は、ただ会議室に集まってやるものではないのではないかなと、そういう話で

すね。それはあんまりよそでやった事がないのでどうやってできるかよくわか

らないのですが、でもおそらく髪の毛の色はあまり関係ないと思いますが、若

い人の方が積極的にいろいろなアイディアが出てくるのではないかなという気

はしています。 

 という訳で、委員サイドでいうと一番若い渡辺さん。どんなことだったら市

民会議で私、委員になりますって言えますか？ 

 

（渡辺） 

 本当に最初面白そうだなって思えたらみんなやってみたいかもって思うんじ

ゃないか。 

 市民会議っていうタイトルも私はあんまりよくないかなと思っていて、なに

かすごく堅苦しいイメージだとやっぱり私たち世代とか、いわゆる若手と言い

ますか、若い世代の方が興味を持って覗いてくれるきっかけづくりというのが

すごく大事だなと思っていて、やっぱり面白いことって中にいる人たちもすご

く楽しそうにやっていると、そのまわりでなんか面白いことやっているから私

もやってみたいって自然と惹きつけられるような感じになると思うのですよ

ね。 

だから言葉で表すのは難しいですけど、きっかけとしては面白そうなところ

をつくっていくのを大切にしていきたいなと思いますね。 

 

（香山） 

 面白いことをすごく発信しておられる菊地さんどうですか？市民会議ってや

っぱりちょっと堅苦しいですよね？ 
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（菊地） 

 名称自体はなんだっていいとは思います。市民会議という名称ではあるけれ

ども、このドラフトの中にあるようにただ話し合いをするっていうための合議

体ではなく、活動を伴う活動体だっていったことが、実際ここから始まってい

く市民会議の取り組みや、発信によって伝わるべく人に伝わればよいという話

だと思うので、名称自体が市民会議であること自体は、僕はそんなに違和感は

ない。 

 小山さんの話をちょっと巻き戻しながらなんですけど、聞いていて感じたこ

ととしては森の方にもグラデーションがあるみたいな話に巻き戻るのですけ

ど、森とか自然って行政区画っていう人間の意図って全く関係ないじゃないで

すか、ここから先、塩尻市なので根を生やさないでくださいって言われても困

るじゃないですか。市境に生えている木は困るし、そこを住まいにしている鳥

とかだって、ここから先は区域がかわるのでパスポートが必要ですみたいなこ

とを言われても困るわけで、彼らにとっては関係ないですよね？行政区画とか

ね。もっとより自然の生態系のなかでむしろ人間の方がその生態系に寄り添っ

て、話を進める必要がある案件だとこれは思うのですよね。 

 特にさっきの市民って話に戻りつつなんですけど、住民票における松本市民

だけの話ではきっとないと思うし、自然相手のことだからこそあんまりその行

政の区画とか、役場の中の縦割りとか、そっちに付き合っている場合じゃない

と思うのですよ。 

僕も関わっていた松本市の基本構想２０３０、あれも市民会議だったのです

が、あの場で僕らが話したことっていうのも、市民の方が先行する事がいろん

な案件で大切で、僕はあまり好きな言葉じゃないですけど「街作り」みたいな

事だったりとか、僕の関心でいくと「空き家の利活用」みたいなものだったり

とかっていうのも、結局行政からの依頼を受けてどう動こうかっていうスタン

スでいるといろんなことが遅かったり、動こうとした時にはもう時間が過ぎ去

っていて手遅れだったりということはいくらでもあるのですよね。 

市民の側がまず動くこと、動いたことに対して行政側が「今のスキームだと

対応できないじゃん。困ったぞ」ってなってもらっちゃって全然構わないと思

っていて。「だから言ったやん、その縦割りだったら対応できんてゆーたや

ん。だからそこを横断しなさいよ」っていうのを市民の活動がリードして行か

ないと。むしろ行政はそっちのほうが動きやすいと思うのですよね。 

行政職員の中にも、もちろんそういったことに課題を持っていて、なんとか

動きたいと思っている行政職員が沢山いるはずで、その人たちに動いてもらう

ためにはこっちがリードする必要がある。その意味では、今からつくっていく
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市民会議というところがどんどん縦割りとか行政区画とか、そういったところ

を良い意味でブレイクスルーしながら、良い意味で無視しながら進んでいく必

要があるのではないかなというのを感じました。 

 一方で、ある程度オフィシャルなものとして行政側からも認めてもらう必要

があるってなった時に、あまりフランクになったり、カジュアル過ぎたりしな

い方が、フォーマルな装いはした方がいいのかなっていうところのバランスと

してはあって、となると意外と市民会議ぐらいのネーミングが程よいのかもし

れないなというようなふうには思いました。 

 

（香山） 

 市民とか会議とかそもそもそんなに堅苦しいものであっちゃいけないという

のはありますよね。なんか松本市役所の中で会議やるっていっても、そもそも

それだけでもなんとなく行きたくないなみたいなのあるじゃないですか？そう

じゃなくて、松本市役所に行ったら楽しいよっていうそういう市役所だったら

いいわけですよ。本来でいえばね。今度市役所の方も庁舎をどうするかって大

きな問題ありますけれども。少なくとも、日曜日の市役所に誰も入っていきた

いとは思わないけれども、日曜日にちょっと行ってみたいなっていう市役所の

中で会議が開かれていれば、それは市民会議だっていいじゃないですかね。 

 どんな市民会議だったら実際に参加したいっていうふうに手を挙げるか。市

川さんどう思いましたか？ 

 

（市川） 

 先ほど市民にもいろんな関心度合いとかテーマに関してグラデーションを持

っているっていうお話があったと思うのですが、やっぱり画一的なやり方だけ

ではなくて、例えば場所とかテーマとか進め方に関してもいろんなやり方でや

ってみるっていうのはすごく良いかなと思いました。 

 ビジョンを考えるという前提でいろんな先にもアイディア発散があって、そ

れを収束していく意味でも、それが繰り返されるかもしれないのですけど。ア

イディア発散が必要ということなので、そういったところに面白さとかワクワ

ク感とか参加したいなって思う。  

 人を動かすには仕事でデザインをやっているうえでもそうなのですが、どう

ワクワクしてもらうかっていうのがすごく大事かなといつも思っています。な

ので、女鳥羽川の清掃のプロジェクトに商店街の人と参加したときに、１回川

をきれいにしたうえでどう使おうか、っていうアイディアのワークショップみ

たいなものを実は去年やったことがあって、ただ１２月の半ばぐらいにやった

のでめちゃめちゃ寒くて、大学生の子たちと中心にやったのですが寒くて３０
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分いられるかいられないかって事があったりして、でもそれはそれでそこで出

会った子たちと色々繋がれたりとか、こういう意見を持っているのだなという

のが知れたりだとか、すごく貴重な機会になったかなと思うし、そのエピソー

ド自体もやっぱりあとで話すと面白がってくれる人もいっぱいいて、なのでそ

ういうフランクなところも共有できる（皆さんが）マインドセットをもってら

っしゃると参加しやすいし、やりたいっていう人もやりやすいと思いますし、

なんか面白いことが生まれるのではないかなと思いました。 

菊地さん的にはもうちょっとオフィシャルな感じがあった方がいいかもって

お話だったのですが、そういったものも勿論ありつつも、やり方のバリエーシ

ョンが色々あってもいいかなと思いました。 

 

（香山） 

 面白いことって言えばこの実行会議のメンバーの中で一番面白いこと、とん

がったことをやるのは実はここにいる三木さんですね。のぼり作りとか色々や

っていただいていますが。 

 

（三木） 

 今のお話聞いて前回の会議でもやっていたと思いますが、市民会議が「長期

ビジョン」を作るための会議っていうふうになってしまうと、全く面白くない

という感じになる。それでワクワクする人はいいのですが、市民会議が何かし

ているという中で長期ビジョンがでてくるということかなと。 

 ワクワクどうですかね？自分が義理とかがあって出席するものっていうのは

いっぱいありますけれども、これは行こうって思うのは、目的がなくても行け

るところっていう感じかなという。ここに行ったら何か面白いことが聞けるの

ではないかとか、何か面白いアイディアが自分の中で沸くのではないか、って

いうふうなところに人は来たいなと思うのではないかと思います。 

 ただ一方で、しなければいけないことでいうと、森林っていうのは育つのに

時間がかかるわけですよね。アカマツなんかは少なくとも６０年前の人たちが

こういうふうな森林の姿にしているわけですけれど、そうなると今若い人たち

が２０５０年くらいになって社会の中心を担うようになった時に、２０５０年

の人たちが「なんで松本市はこんなに森林があるんだ」「俺たち使いにくいじ

ゃないか」「誰だこんな森林をよこしたのは」っていうふうに思われると、そ

の時はまた面白くない。２０５０年あたりに社会の中心を担うような人たち

が、今自分たちが森林の姿をいくらか物申してですね、作っていったっていう

ふうになれば、２０５０年にこれは確かに自分たちが関与して造った森林の姿

なのだ、っていうふうな事が実感出来れば、これから人々の生活と森林が近く
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なるっていうふうな地域が作れるのではないかなとは思います。 

だから会議の中にも２０５０年に、社会の中心を担っていくような人たち、

そういう世代っていうのが入っていければいいかなと思って、だけどどうやっ

たらいいのだっていうのはまだ私の中ではよく分かっていませんけども。そう

思っています。 

 

（香山） 

 ２０５０年というのは３０年ないので平均寿命的に言うと私はいない方にな

るのですが、恐らくそういうことではなくて、少なくとも三世代分くらいって

いうのは今生きている人が考えていくことは可能で、責任があるなんて言い方

をすると重たくなってしまうけれども、でも現に今日だって子どもが生まれて

いる訳じゃないですか。 

今ここで生まれた子どもの事を考えないで生きていくっていうことはやっぱ

り変なので、それが人間世界もそうだけど森林っていうのはもうちょっと一世

代っていうのは、波は大きいけれども今どんな森林ができているってことも現

に見えている非常にわかりやすい形として、今マツの枯れた中に新しい森林が

出来ているって見えているのだから、それをどうにかしようよって事は当然考

えることで、それは今のことじゃなくて本当に将来の姿。 

その将来の姿っていうのが今やっていること、明日やること、そういうこと

の積み重ねで決まっていくっていうことは事実で、私林業を何十数年やってい

る中で、昔から気がついてはいたのだけどやらなかったな、やっときゃ良かっ

たなって、そんな事いっぱいあるわけですよ。それを取り戻すことができない

ものとできるものとがあるのですが、そういうことを丁寧に一つ一つ今から見

ていく。もちろん森林が、マツが枯れて全滅してしまったわけではなくて、５

０年、６０年の森林も松本中にいっぱいあるので、それをこれからどうしてい

くか。 

当然そこにはでてくる木材っていうものもね、少なくとも植えた木に関して

は、木材として利用しようと思って植えたわけですから、昔の人が。それ困っ

たなって思うよりは、これ使ったら楽しいよって思えるようにした方がいいの

ではないかなと。そういうような事も、この会議をやっていく中ですごく大事

な要素かなと、そういうものは入った方がいいのではないかなとすごく思いま

したね。 

 木材の利用っていうと渡辺さんがまた目の色変わるのですけど、その辺どう

ですか？ 

 

（小山） 
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 今ちょうど市川さんからでた、女鳥羽川行って寒かったけど楽しかったよ。 

実は私、菊池さんのお話を一度聞いたことがあって、菊池さんに二度ばかり

静かにお会いしておりまして、菊地さん多分知らないと思うのですけど、私自

身、街の教室に何度かお邪魔して、ここ行ったらワクワクするよねっていうの

を三塾もやっていたのがあの街の教室なのです。きっと楽しい話が聞けるので

はないか。ターゲットは多分私の世代ではなく、もっと若い方が多かったです

けど、その若い方に混じって私も潜り込んでいて菊地さんの栞日に何度か行か

していただいたことがあるのですけどね。そこの中で森とか木のお話とか、そ

ういう文脈って多分持てるのではないか。 

要するに菊地さんが、空き家問題にフォーカスを当てながら松本っていうの

を考えた時に、同じような問題が松本にもあるよと、だから菊地さんのお話は

空き家問題と菊地さんで繋がってないのです。それ以前として、街の教室行っ

たら絶対わけのわからない面白い話が聞けるよねっていうところからに行っ

て、空き家問題であったり、そのあと街の教室行ったり、リビルディングセン

ターの補材の問題であったり、繋がっていくわけですよ。それでまた森に戻っ

て。そういう文脈のところってすごくあったので、ああいう活動の中で逆に市

民会議じゃないけれども、そういう繋がりって聞く人の中で、例えば今の菊地

さんがどう繋がってきたのかなっていう部分が少しあると、たぶん渡辺さんが

木材の使った木をどうするって問題にとってもリンクするのかなと思うので菊

地さんからの方からコメントほしいなと。 

 

（菊地） 

一回パスを受け取って渡辺さんにどういう良いパスを渡すかっていう宿題で

すね。 

 街の教室を他の委員さんに少しフォローすると、僕の友人で長野市在住のデ

ザイナーで瀧内貫さんという方がいらっしゃるのですが、彼が篠ノ井でまず始

めた取り組みで、街のプレーヤーが今関心を持っている、あるいは課題に感じ

ていることを、その街の人たちとみんなで一緒に考えるために、その考えを深

めることが出来そうなゲストを招いてトークをやったり、ワークショップでみ

んなで物を作ったり、ちょっと街を歩いてみたりっていう手法は多様だったの

ですけれども、そういった活動体がかつてありました。それに小山さんがいら

してくださったってことですね。ありがとうございます。 

 さっきの市川さんが言ったフォーマルとカジュアルのバランスみたいな話で

いうと、向く先に対して、伝える相手に対して、どの言葉が一番正確に届けた

い思いが届くのかな？というところで、そこはまとう衣装を変えていけばいい

というふうに思っています。 
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だから名前として、松本市森林再生市民会議っていうちょっとカチッとした

名前が、松本市のホームページやポスターなどには載りますが、企画名には森

の教室みたいなやわらかい言葉を添えていくとか。 

市民向けて言う時には、なんちゃらなんちゃらプロジェクトチームみたいな

言葉で言いますが、それをやっている運営母体としては、松本市森林再生市民

会議なんですみたいな言葉の組み合わせっていうところで、カジュアルとフォ

ーマルを切り替えていくことが出来るのではないかなと思います。 

行政に対して言う時には、松本市森林再生市民会議で話し合った結果、こう

いうことになりましたので、役場の皆さん一つよろしくお願いしますっていう

言い方。そういったところでいくと、母体としてはフォーマルな名前の方がや

りやすさを伴いそうだなというふうに感じたのがまず一点です。 

もう一つは、今の香山さんの話にも引き継ぎつつもう一個話しを加えると、

さっき松本平っていう言葉がでていて、僕も自然地形で物事を捉えることに、

最近は関心があるのですが、松本でいう盆地や平で住んでいる以上、誰しもが

森とか里山とか森林とか林とか言葉は多様なのですけど、いわゆる緑と何かし

らの接点は必ず持たざるを得ないと思うのですよ。 

風景として否が応でも目に入ってくるということもあるだろうし、僕のよう

に日々の感動として楽しむっていう、より積極的なスタンスの人もいるだろう

し、市川さんのようにアクティビティのフィールドとしての緑、自然があるっ

て方もいるだろうし、さらに林業関係者は、もはや職場であるっていうことも

ある。 

関わり方が多様であったり、関わり方の度合いにもグラデーションがあった

りするのだけれども、関わりが０（ゼロ）って事は有り得ないと思うのです

よ。この平に住んでしまった以上、多様な関わり方のポイント、ポイントに対

してアプローチができる。あるいはそれぞれのポイント、ポイントから最初に

渡辺さんが話したように、この話誰に言ったらいいのだろうっていうモヤモヤ

を、とにかく市民会議に行ってぶつけてみれば、誰かがレスポンスをしてくれ

る、打ち返してくれるっていう団体であることが、望ましいのではないかとい

うふうに思いました。 

もちろん皆さんそれぞれの関わり方で関心軸も違うし、関心度合いも違うわ

けだから、市川さんがさっきおっしゃっていたように、この平に住む皆さん一

人一人にとって、「あなたと森の関わりはこういうことです」、「私と森の関わ

りってこういうことです」という気付きや学びを、それこそ街の教室的になり

ますけど、提案、提供することが出来るような、言わば専門家チームとしての

市民会議ってものがあるのは、とてもこの街に暮らしている価値とか意味って

いうものを、市民と森林というと一般化しすぎていて、私は市民なのかな？と
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か森林ってどれだ？となるのですが、私とあの森とか、あなたとあの公園のあ

の林の木々とかいう話になってくると、「私のこと」になるのですよね。 

いかに皆さんが考えている森林とか、森、林、里山、あるいは公園だったり

するかもしれない、街路樹だったりするかもしれない、植え込みだったりする

かもしれないってものと、私を、あなたをどう繋いでいけるのかっていうそこ

の話だと思います。 

 渡辺さんへのパスになったか分かりませんがお願いします。 

 

（渡辺） 

 さっき言っていた木材の活用っていう部分だと二つあって、一つはこの「体

験型」。もう一つは「物」だと、今いろいろお話聞きながら考えていて、一つ

は体験っていうのが先ほど菊地さんのお話でもあったように、自分で経験をす

る場所。 

例えば、松本だと相談窓口が分からないとかあったと思うのですが、危ない

木を伐採してほしい時に、どこに問い合わせをしたらいいのか分からないって

いうこと。あとは、その相談って意味ではないですけど、目の前の木を伐採し

ているところってお二方は見たことがありますか。あんまりないですよね。だ

から、そういった普段経験できないようなことを経験できるのって、その人に

とってもすごく価値のあるものですし、逆にその価値を自分が感じたことによ

って「伐採を見られるところがあってね・・・」みたいな感じで、人に伝える

ヒントにもなると思うのですよね。 

あともう一つの物っていう部分については、木材って色々利用価値があると

思うのですが、先ほど言っていたクラフトフェアっていう大きなイベント事を

通じて、木に触れる機会が増えたりとか、松本市内の飲食店の中で経木ってい

う薄い木でおにぎりを包んだり、お肉を包んだりするものがお皿の上で利用さ

れているのですが、そういったところで「松本にもこういうのがあって飲食店

で出されているんだよ」とか、木材の活用として、様々な切り口があると思う

んですよね。 

あとは、お正月の鏡餅って皆さんお餅で作られていますか？ 

私は、あるきっかけで木の鏡餅があるのを知って、すごく欲しいなって、家

に飾りたいな、すごく素敵だなって思って中町を歩いていたら売っているとこ

ろが実際にあったんですよ。 

松本で手に入るのってすごくびっくりして、そういうのってやっぱり知らな

い人が多いですし、知っていたら私も欲しいという人もいるかもしれないじゃ

ないですか。 

木ってそういう切り口もあるってことやすごくいろんなアイディアもあった

りするんで、そういうのはもっと増えてほしいですね。 
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あとは、市民会議の中で情報交換じゃないですけど、「こういうのがあった

んだよ」っていう場になればいいなって思いますね。 

 

（香山） 

本当に木とか森林も繋がって考えた方が良くて、今、木材が特に森林と離れ

てしまっている。山の木から出来ているって思えないですよね。 

ホームセンターに売っている材の姿を見るとたまたま、ウッドショックなん

ていうことが起こって、外国の木ではなくて地元の木を使うっていう流れがは

っきり見えてきたところですけども、実際にこの地域の中で、山の木を木材に

するっていう仕事をやっているけれども非常に力が弱くなってしまっていて、

そこを盛り上げていくために、それは製材所が頑張ればいいって話では無理な

んですよ。 

でも市民が関心を持って「そういうもの欲しい」って製材所に行けば、それ

は製材所が「ああ、そうか」ってことになる。 

そういう繋がりだと思うんで、そういう意味でも森林のことをきっかけにし

て市民が森林に関心を持つ、さらに木材に関心を持つっていう動きが起こって

いく、それのための活動をする場所としての市民会議みたいな。だいぶそうい

う感じが今の話で出てきたと思う。 

これは正式にいつ発足しなきゃいけないって、どこにも書いてないんです

が、いくらなんでも来年度だよねって、周りでは思っているんじゃないかと思

うので、それを具体的に行政の中の会議という名前がつくものとしてどういう

ふうにデザインしていけばいいのか。 

なかなか時間もない中で難しい部分もあると思うんですけど、でも来年もう

１回この実行会議みたいなことやっていたんじゃ、なにやってんだよって話に

なるので、もうとにかく来年度は動き出す。その動き出し方っていうところを

なるべく今回の提案書の中に言葉として入れていかなければいけない、それが

我々の任務で今日いろんなアイディアが出てきましたので、そこを引き継ぎな

がらどんなふうにリクエストを作っていくのかなってところだと思います。 

あと一ヶ月ないんで結構大変なんですけど、市民会議ってものを軸に市民会

議の組み立て方を今回の文書の中に入れていければ、かなり面白い報告になる

のかなという気がしているところです。 

最終的に多分今回の事情で言うと、文書っていう形の報告にしかならないの

かなっていう気はしますが、それにしてもちょっと課題として残りの時間の中

で是非今日話しておきたいなっていうのが、じゃあこの実行会議が作る提案書

的なものをどんなふうにして作って、どんなふうにして市民に広げていけばい

いのか、その方法をちょっとここで話をしておいたほうが、多分事務局の人も

それなりに心の準備ができるんじゃないかという気もするんですけど、そうは

言っても時間もない、お金もないという中ではあるんですが、何か工夫をした

いなと思います。 

今期でいえばこの実行会議自体が行政のやっているこういう会議としては珍

しく、１回目だけは中継しなかったんですけど、２回目以降はＹｏｕＴｕｂｅ

で中継して、さらに市役所の方で設定したのとは別にこの４人で、Ｆａｃｅｂ
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ｏｏｋのページを作って勝手に情報を出すとか、あまり他ではやってないスタ

イルをやってはいるんですが全然力不足で。 

例えばアクセス数のことを言えば、今日この瞬間に何人の方が視聴されてい

るか知りませんが、とても届いているとは言えないだろうし、アーカイブを見

る人だってそんなにいるわけでもない。 

ちょっと数字は忘れましたが、去年の専門家の提言書自体も松本市のホーム

ページから見ることはできるんですが、見に来ている人はそんなに居ないんだ

ろうなということも分かっています。 

そういう点で具体的にこの活動をどうやって広めていくのか、市民会議って

形になった時には広がるんだろうけど、今期の報告書をどのような形で出して

いったらいいのかってことを我々の中で話をして、それをまたゲストの方にも

意見伺いたいのですが。どんなスタイルがいいですかね。 

例えばこの会議をグラレコにすれば、なんていう提案をしていただいた渡辺

さん。結局グラレコは実現してないんですけど。 

 

（渡辺） 

出来たら会議自体を、リアルタイムでグラフィックレコーディングで文章と

かではなく、イラストを用いて市民の方に届けられるような場所が出来ればと

思っていたんですが、今回の会議をどうまとめるかについては、ちょっと難し

いんですけど文章でまとめる場合、今、土台を皆さんで作った中で、それをよ

りブラッシュアップして、例えば会議の２時間を全部一字一句拾っているのっ

て皆さんが読みづらいと思うので、皆さんが読んでいただけるような文章やテ

キストがいいなと思いますが、今、正直なところ良い案が思い浮かばないで

す。 

 

（香山） 

なかなか大変なんですよ。最低限文書を作らないといけない。 

これは言ってみれば行政的なルールだと思いますが、そこをどういうふうに

工夫していったらいいのか。 

我々の中には、文書書きの専門家はいないんですけど、でもかなり文書書き

の仕事に近いことにしておられる三木さん。 

 

（三木） 

これは結構難しくて、市の仕事としてはちゃんとした文書で報告書をまとめ

る。これはお約束ですから、しなきゃいけないんです。 

例えば、それをダイジェストにして広報するっていうのは、いろいろなビジ

ョンとか計画でやっていますよね。計画本文とダイジェストみたいな。 

だけどダイジェストの方は読んでもそんなに面白くないというか。 

なかなか一般の市民の方々がそれを読んで、何これ楽しそうと思うようには

なかなかならない。それをどうしていくか結構難しいですよね。 

もちろんどんな形でも、ダイジェストは作らないといけないと思いますし、

少なくとも市民が容易にアクセスできる市のホームページですとか、そういう
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ふうなところに置いてくということは、絶対にやらなければいけないですよ

ね。 

それとプラスαなんか上手い方法が、なかなかまだ思いつかないですね。 

１つは、ダイジェストを作っても、「ダイジェスト作りました、それはホー

ムページに載っています」ではなくて、そのダイジェストあるいは、その報告

書を持って、これから市民会議に関わってもらいたい人のところに我々なのか

分かりませんけど行って、「こんなのが出来たんだけど、これ絶対に面白そう

ですから４月からやりましょう」というふうに、やっぱりそれでやっていくし

かないんじゃないですかね。 

営業というか、そういうことはやった方がいいですね。今のところそれぐら

いです。 

 

（小山） 

今の話の中で、すごく大事なのは、報告書と市民会議の招待状って言い方を

していいか分からないですけど、それって少し毛色が違うのかなって。 

報告書は報告書でこういうことやってかなきゃいけないよねっていうのは、

かっちりしたものがいいのかなと思う。 

一方で、今日はすごく良いキーワードになっていたのが、私とあの森ってい

うふうに菊地さんが言われたキーワードってすごく大事で、「自分事として森

を捉えましょうよ。その一員にあなたはなりませんか」っていうお誘い文章

と、この報告書っていうのがどう繋がるかだけ。 

そうするとダイジェスト版ではなくて、もしかしたらそれがあって次のエン

トリーシートみたいなっていう発想の方が、もしかしたらいいのかもしれな

い。 

報告書があってダイジェストがあって、でもここからやりたいのはこういう

ことなんだ。 

それがどうしたら僕らとしても作りながらワクワク出来るかが勝負じゃない

ですか。出来たものを１回今回ゲストで来ていただいている２人に見ていただ

いて、つまらないと言われなければそれで進んでいくんじゃないかと。 

そういう意味では、報告書は報告書として作っていくし、ダイジェスト版は

ダイジェスト版として作っていくんだけど、来年から動いていこうとするもの

に関して菊地さんや市川さんも松本市のそういう会議にご参画いただいている

方で、そういうところに参画されていろんな意見を言われた方として、これは

面白そうだから参画していたメンバーに伝えてもいいよっていうふうに、お考

えになるかどうかが僕は１つのターゲットだと思う。 

それがもしかしたら今年度の報告書には、間に合わない可能性が多分高いと

思う。 

次年度のキックオフは、どういうふうにしたら皆さんに声を掛けられるのか

を少し私たちの残業みたいなものになるんですけど、その形で隙間のところで

ちょっとご足労いただいて「ちょっと見てよ」と、それが出来たらいい。 

そして、市民会議はどんな人に来てほしいかも含めて、「こういうのだった

ら、僕の知り合いだとこういう人がいるからこういう人には声かけられるよ
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ね。それから同じ時にやられていた仲間の方で、こういうこと書くとあの人来

そうだね」っていうイメージの方がいらっしゃるような気がします。 

そういうことが出来るのであれば少しワクワク感は出る。 

こういうワクワク感を生み出すんだったらこういうのが出来るよっていう雑

談が出来ると、もしかしたらキックオフになるかもしれない。この辺かなとい

う気がしました。 

 

（香山） 

ちょっと１年前に戻りますけど、専門家の検討会議の提言書を作ったとき

に、とにかくレベルの高い専門家の人たちが集まって、大変な文書がそれぞれ

から寄せられて、それを一言も無視せず１個にまとめるという作業をちょうど

１年前くらいにやったんですね。 

事務局の方と頭突き合わせながらやったんですが、結果としてものすごい分

量のテキストの提言書ができて、これは業界の専門家からは非常に評価が良か

ったです。よくこれだけのものを作ったと言われたんですが、さすがに難しく

て解説がないと読めないんですよね。 

これを使って勉強会をやるのはどうって実は私、渡辺さんに提案したことが

ある。でも全然うけなかったんですね。結局これで勉強会やろうってそもそも

そういう発想にもならないことだったっていう。それが私の反省でして、あの

時渡辺さんに委員になってくださいってお願いするよりちょっと前だった気が

するんですよね。 

全然うけないんだなと思った。 

確かに専門家にとってはうける内容だったとしても、その提言は市長さんへ

の提言、あるいは市の専門家の方への提言であって、市民への提言になってな

かった。 

もちろんあの時の提言書はそういう意味が必要だったんですけど、でも今回

実行会議でやりたいことは、市民の皆さんにどうやって一緒になって動いても

らえるかっていう話で、そういう意味で去年のような提言、あとで誰か解説が

ないと読めないもの、あるいは難しい本でも誰かちょっと説明しながら一緒に

勉強会やりたいよって思えるような本なら、それはそれでいいじゃないです

か。そういうふうに前回はやらなかった、出来なかったけど今回はなんかきっ

かけに出来るようにしたいなと改めて思っています。 

それで渡辺さんに聞いてしまうんですけど、やっぱりあの提言書使った勉強

会なんかやってもしょうがないって感じしました？ 

 

（渡辺） 

やってもしょうがないって意味ではなかったんですけど、その中身がここっ

てどういう意味なんだろうっていうことであれば、専門家の方にお尋ねしたい

部分はもちろんあります。 

あとは私があまり擦り合わせというか、イメージの合わせができてなかった

のが大変申し訳なかったんですけど、提言書を開いてみんなで読み合わせをし

て勉強会っていうイメージが湧きづらかったです。 
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勉強会のための勉強会がどういうものをイメージしていたのかなというとこ

ろが難しかったです。 

 

（香山） 

つまり大学のゼミみたいな。 

大学のゼミだって、もちろん三木先生の授業は面白いのかもしれないのです

が、勉強ってこと自体がテキストを解読するみたいな勉強ではないので、恐ら

くそういうことでないと次の市民会議っていうイメージに繋がっていかないの

かなと思う。 

今日いよいよ、あと３０分しかない中で、これから作業として我々が事務局

の皆さんも含めて、実質上は、２週間ぐらいで書き上げなきゃいけない。 

だからそこでは、小山さんがおっしゃるように間に合わないので、延長線が

出てくると思うんですけど、せっかくこれだけの時間を掛けてやってきたもの

を発信するにあたって、こんなアイディアがあったらいいんじゃないかってい

うそんな感じで、本当に出来そうもないことでも何でもいいんですけど、ちょ

っと教えていただけたらなと思うんですけど。市川さんどうですか？ 

 

（市川） 

切り口って、別に勉強しようっていう投げかけだけじゃなくてもいいかなと

思いました。 

でも来年度の市民会議をやるにあたっての個人的な理想というか、こうだっ

たらいいなっていうものが２つあって、１個が先ほど言った、関わってくれる

人ってこれから決まったり、お声掛けしていくと思うんですけど、その時にゴ

ールありきではなくて、何か自分と関わってくれた人たちが、内容とかやり方

とか柔軟にいかないものでもＯＫだよっていうスタンスだとすごく参加しやす

かったりとか、面白いものが生まれてきそうだなというふうに思いました。 

自分もそうですけど、知ることによってどんどん自分の認識とかが変わって

いくので、そうするとさっきの市民のグラデーションの話もそうですけど、市

民の方たち自体もそれぞれ関わり方があるけども、知ることとか、関わること

によって、どんどん彼らも変わっていくっていうのも許容したような組織体だ

とすごく有り難いなと思いました。 

あとお声掛けする時も、ビジネスでいうとスカウトしたり、「一緒にこれや

りませんか」っていう時、プレゼンする時とかって、文書だけの資料を持って

いきますが、プレゼン資料的な分かりやすいものを持っていったりするので、

先ほどおっしゃったような、文書的なものだけじゃなくて、一緒にやりたいな

と思ってもらえるような市民向けのものがある、発信物があるといいかなって

私も思いました。 

最後に１個理想でこうだったらいいなって思うのが、開催する場所をいつも

市役所じゃなくて、木と関われる場所みたいな。薪ストーブ１個あるだけで本

当に場が和んだり、木って良いなって頭だけじゃなくて、体感できる中で話し

合うことで、生まれてくるものが違ってきたら、いいんじゃないかなというふ

うに思いました。 
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それにより松本市内で薪ストーブを使う人がいっぱい増えたり、もしかした

ら松枯れで切った木とかも使う人が増えて、解決しちゃったなんてことが出来

たら面白いかなと思ったので、開催する場所も工夫していただけると嬉しいか

なと思います。 

 

（香山） 

ありがとうございます。 

さらに今の発想でも何でもいいので、てんこ盛りで菊地さんお願いします。 

 

（菊地） 

実際に２週間で書きあげる座長の気持ちを思えば、こっちからてんこ盛りの

アイディアをお話しする勇気は僕にはないんですが、皆さんおっしゃった通り

この報告書は、報告書として完結させつつ、来年度以降の活動を具体的なアク

ションに繋げるための資料として、別枠で考えていくことの方が、現実的だと

思いますし、効果的だと僕も思います。まず賛同をします。 

なぜかというと、先ほどの香山さんがおっしゃった、どちらかというとその

専門性が強すぎる文章が、一般に裾野が広がっていかなかったところの課題意

識があるという認識でいらっしゃると思うんですけど、こういった話を進めて

いく時って、専門性がある皆さんが絶対に必要じゃないですか。 

専門知識も出して、その専門知識を携えてらっしゃる方も必要です。 

もちろんそこの専門性と市民との間を架け橋してくれる翻訳家的な存在も併

せて必要です。このあたりは、渡辺さんとかが強みだと思います。 

且つ、先ほど植物の生態系にとって、行政区画は関係ないと話をしたんです

が、一方で、行政各課には、ご一緒いただかないといけないところもあると思

います。 

うまい関係性の中で一緒に進めた方が、物事が進めたい方向に向かってきま

すよね。 

なので、この報告書は、むしろ事務局の皆さんによく聞いていただきたいん

ですけど、事務局の皆さんがこういう報告書を書かれたら、もうこれは来年度

以降も伴走せざるを得ないなって思ってくれて、いや頑張って一緒にやってい

きましょうって言ってくれるような言葉が並ぶのが理想だと思います。 

それは書く方がきっと出来ると思うんです。僕は今回の最終回しか参加してい

ませんが、その手前に皆さんが重ねてきた議論があるはずなので、そこをそう

いう文書としてまとめていくっていうことで、まず着地をすればいいんじゃな

いのかなと思います。 

偉そうに上から言っていますけど、あくまでも私見です。私はそう思いま

す。あとは、三木さんがおっしゃったように、一人一人に尋ねて話すっていう

ことですが、コロナの状況で許さないのであれば、オンラインも含めて、それ

が大切になってくるのではないかなと思います。 

僕なんか、この前の秋の衆院選の時に投票率が低いということの課題に対し

て、これはどうやったら投票率が上がるんだろうっていうふうに散々悩んだん

ですよ。トークイベントを友人と信毎メディアガーデンのスタジオを借りてや
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ってみたり、いろいろやってみたんですが、結局今のところ出てる結論として

は、投票に行くという行動の意味や意義、価値に気づいている人が、それを気

付いていない隣の人に教えてあげるっていう、一対一の関係性の連鎖を繋げて

いくってことしかできないなということに気付いたんです。 

それは、僕が投票に行くのはこういう理由だよ。なぜならこういうところに

価値を感じるからっていうのを共感してくれる相手は、その人の周りにしかい

ないんです。 

そこに気付いている人と気付いていない人の間を行き来できる人は、一対一

の関係性の中でしかなくて、だからまず皆さんから一周り外の僕とか市川さん

なのかもしれない。 

先ほど小山さんが言った通り、僕がそれを見て「いや、これは基本構想２０

３０を考えたみんなにぜひ一緒に参加してもらいたいから、それぞれの専門的

な視点から僕から皆さんにこれ共有します」みたいに思えたら、その先に繋が

ってくじゃないですか。そういうことを繰り返していくっていうことが必要だ

と思います。 

また、「私とあの森の関係性」って言ったと思うんですけど、繰り返しにな

るんですが、松本平に住んでしまった以上、誰もが関係性は持っているはずな

んですよね。 

０（ゼロ）じゃなくて、０．いくつずつであっても。 

多分、この市民会議の委員は、松本平に住んでいる一人一人が委員だと思い

ます。ただ委員の自覚があるかないか。 

先程の気付いている、気付いていないか。だから参加しませんかというとこ

ろより、委員になっている事を知っていますか。気付いたら君も委員なので

す。そういう誘い方なのではないかと思います。否応なく気付かされてしまっ

た関係性は、否応なくは言い方がきつ過ぎるかも知れませんが、多分この地域

に住むことによって、例えば町内会や会は組織になってしまうので、住んでい

る場所の周辺の地域や、もう少しプライベートの話で言うと、例えば夫婦や家

族は誰しも関係性です。関係を持ってしまった以上は良好である方が日々の暮

らしは楽しいですよね。どんな関係性も。 

だから、森との関係性も持ってしまっている以上は、その人にとってのその

森との関係性が良好であった方が日々の暮らしが楽しいはずなのです。僕であ

ったら、僕と毎日眺める北アルプスの風景という私と北アルプス風景の関係性

が毎朝通勤する時に、「ああ今日も山がきれいだな。」と思えると、この良好な

関係性が、一人一人が松本平に住んでいる皆さんの中にあるといいと思いま

す。それをどう気付いてもらえるのか。 

あなたは、この森と実はこういう関係性があったのですよ。それは今こうだ

とちょっと困りませんか。困ったとしたら、こうすれば解決出来る気がするの

ですが一緒にやりませんか。 

これは、その人と、その森の関係性に実はその人も知らないところに課題が
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潜んでいた場合、それはその市民会議の中心のメンバーの皆さんが伝えてい

く。すでに良い関係性の場合もあると思うので、その良い関係性をより育んで

いく為には、この森とあなたがこのような関わりを深めていくと「あがたの森

の森は生き生きすると思うのです」という話をしていくということなのかと思

います。 

何にせよ来年度からスタートするアクションの多様性や多彩さ、多分、数も

必要となってくると思います。いろいろなグラデーションに対応していくとい

うことになると思います。 

その思考として、頭を使う方としては、そちらにどんどん移行していって、

今回の報告書は二週間後に、繰り返しになりますが事務局の皆さんが「来年度

以降も協力します」と言ってくれる文言を並べるということだと思います。 

 

（香山） 

この残りの中で報告としてまとめていく上で、作業が急にホットになったの

は約一日くらい前でしょうか。 

いよいよ締め切りが近いので、年度末、皆さんお忙しい中ではあると思いま

すが、ちょっとテンションをあげてやっていくと面白いと思います。 

実際の作業としては、私と事務局の皆さんとやっていくのですが、せっかく

ここにいるので共有しておきたいと思います。まだここにあるドラフトに載り

きれていない表現の仕方とか、ここを強調していきたいとか、使い方の問題と

か、そのあたりはランダムでいいので、少し最後に出しておいて頂ければとオ

フィシャルな会議の最終会としてはいいのではないかと思います。 

 

（小山） 

これからやっていく市民会議は、こうあるべきだというところを、ゴールの

共有さえ分かれば課題があり、前回の報告書があるように、次の回はこうする

ということがあれば、その辺のルートマップはそんなに難しくはない。 

なんとなくのイメージなのですが、市民会議って何をやっているところなの

か。松本市の森を自分事にしていく為に、あなたと森の関わり学びをやるよう

な田作りなのではないのか。 

大きなターゲットがあれば、いいのではないかと思います。 

そこには長期ビジョンを作る会議は嫌だというご意見がありましたが、長期

ビジョンは後から出てくるものでいいのではないのかと思います。 

前回の会議でもあったように、学ぶところのベースが出来なければ話が出来

ない。森は今どうなっているのか、学びがない中でイメージだけがゴワゴワし

て好き勝手なこと言って理屈に合わない。いろいろなことを言って、「私は勉
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強していないので分かりません」と言う方と、「分かり過ぎているからこうな

のだ」とのギャップバランスがあって欲しくない。 

そうすると、学びながらいろいろなことを考えて行きましょう。 

このようなことが出来たらいいと、渡辺さんが持って来た情報ですが、実際

に木を伐る現場を見に行く体験学習のような。それこそ、身近な森に行ってみ

ようと。そこのアイテムは幾つかあるのです。「私とあの森」を繋ぐためにい

ろいろな仕掛けをしていく。それで、自分事になっていけば、この森をこのよ

うにしていけばと考えると、未来のビジョンがボワボワ出てくるのではない

か。最終的にそこに行き着くために、私たちは動いていくのだと思います。 

もうひとつ、菊池さんが最後に出していただいたことでハッとしたことは、

松本平に関わってしまった人全員が会議のメンバーだと、あの発想はすごいで

す。そこをうまく出せたらいいと思う。 

松本平でみれば、木には関心がないと言っていたが、現実には森林に多くの

市民が行き来している。だけれども、森の中に入れないからどのように入って

いこうかと前回も議論していました。それを僕らがネガティブに考えていた

が、今日の菊池さんの発想はそうではないのだと感じた。 

背景として考えている以上、もうあなたは関わっているのではないのか。そ

のような発想だとすると、もう少しポジティブにいけるのではないかと思う。 

森の中に入らないネガティブ課題とその間を繋げばいいのではないのか。そ

のようなスタンスで市民会議を考えていくと、前の問題は全部クリアになって

いくのではないでしょうか。 

 

（香山） 

その辺のトーンがすごく大事です。 

ここで挙げている課題の部分では「専門家がいない」とか、「市民の関心が

ない」とか、その意識で今回の会議でなんとなく突き放したというのか、その

ような感じになってしまっています。 

一緒の課題だという、そのような感じが現れるような表現の仕方がすごく重

要です。 

実際問題、今回の報告書自体をどのくらいの方に読んでいただけるのか分か

らないのですが、いざ見た時にそのように書いてあるのと、なんとなくやっぱ

り難しいことが書いてあるのとでは全然印象が違います。それはすごく大事な

ことです。その文書の端々に、温かく全体を包んでくれるような表現を入れて

作るといいのではないかと感じました。 

前回は専門家のきちんとした意見を書かなくてはいけないと、強い姿勢で書

いてあったので、今回の報告書は、そこに気を付けなければいけないと思って
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います。 

 

（小山） 

そういう意味では、菊池さんが言っていた専門家がいること、森が存在する

こと、そしてそれを繋ぐ翻訳家がいること。 

三つの中で翻訳と専門家が最初に繋がればいい。この会議も翻訳家と繋がれ

がばいい。そうすると、本編と繋がってきた翻訳家は文章を通して市民と繋が

っていく形になる。それが市民会議ではないのでしょうか。 

そのような雰囲気をその中で共有していけば、長期ビジョンをつかむという

ことを考慮する会議ではなく、皆がアクションしていく会議である事を強調し

ていくこと。市民と森の距離をどんどん近づけていくことは、ずっと変わって

いないと思います。そこにフォーカスをあてる。 

近づきすぎてビジョンも出来て、これで市民全員が分かってしまったらこの

会議はいらない。そこまでなれる様にひたすら頑張るのです。そのような話に

なるのかと思います。 

 

（香山） 

結局のところ三木さんにいろいろ投げながら文章を書くわけですが。 

 

（三木） 

報告書として考えると、報告書の中で松本市がすでに持っている計画あるい

は今実行しようとしている、立てている他の計画と森林再生というのは、こう

いう繋がりであると、この実行会議が考えを示すやり方も一つあるのかと思い

ます。 

例えば松本市は２０５０年ゼロカーボンシティーを目指している。 

２０５０年ゼロカーボンシティーを作るという時に森林がまったく関係ない

ということもないし、その時は恐らく森林資源を活用する松本市になってい

る。 

そうすると、森林再生というところもそれに関わって議論をしていくことが

必要になる。それは結構楽しいことなのではないでしょうか。 

森林にはあまり関心がないかもしれないが、ゼロカーボン社会を作りたいと

いう人もいるわけで、ゼロカーボン社会を作りたいという人に目がけて、その

ために松本市の森林をどんなふうにしたいですかと進めていくことでワクワク

していけるかなと思います。 

その視点にある人と行政の計画、森林再生がどう関わるのか。ここで言うと

ロードマップのあたりでしょうか。ここの辺りで繋いで、たぶん松本市役所の
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辺りはそのような横を繋ぐということは無いかもしれない。 

実行会議の我々として、これとこれは関係があると考えて書いていくと面白

いのではないでしょうか。 

 

（小山） 

基本構想の中でその辺の文脈を読み取ろうとして、あれとあれを僕らなりに

繋がっているというか、繋げていくという作業になります。 

 

（香山） 

特に、森林政策そのもので言うと、今回のドラフト中の第３、４、５章と実

際的に動いている部分なので繋がりを書かなくてはいけない。 

前回の専門家の提言の中で、飛ばしている課題で、環境政策の中での森林リ

カバリー、ここの中にも単語は出ているのです。 

実を言うと、去年は議論出来なかった内容だったので、飛ばしてしまったの

ですが、森林に関係なく生活の全部に関係してくる。要するに緑のインフラと

言うのか、生活基盤という意味での森林なので、あまりスルーしてはいけな

い。だから広げて考えていく必要があるのではないかと改めて思います。 

渡辺さんには、たたき台をたくさん書いて「こんな感じになったんですが、

読んでみてどうですか」と言い続ける、そういう関係かと思うのですが。今日

の会議の段階で何かありますか。 

 

（渡辺） 

先程、皆さんのお話でもあったとおり、報告書は報告書できちんとした物が

あり、別に次の市民会議に繋がるようなパワーポイントでまとめるのか、ポス

ター掲示などで皆にシェアーしやすいようなツールを使うのか、そのような事

を模索しながら次に繋げていけたらと思います。 

 

（香山） 

どうも延長戦があるようです。延長戦は予算もない。でもとりあえずやる人

は、ここにいる４人は申し訳ないのですが、そして今日から２人参加していた

だいたので、若干延長戦では関わっていただけますか。よろしいでしょうか。

こうしなさいと、いう事ではなく、黙っていられないような事を書きますので

頻繁に情報を出していきたいと思います。 

お忙しい中をありがとうございました 

時間どおりに終わらせなくてはいけないと思っています。あと５分程で一言

ずつ、菊地さんから今日の感想をお願いします。 
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（菊地） 

僕自身は中山に暮らしながら松本の市街地に通って毎日仕事は市街地でやっ

て中山に帰っていくという暮らしをしていて、街と自然の距離感の良さという

ものを日々実感しながら生活していて、この街に暮らすことのひとつの魅力だ

と思っています。 

それが僕と森との関係性に気付いている状態ですが、多くの松本平に暮らす

人たちにとって、ぞれぞれの自然との関係性や心地よさを感じながら、この地

域で暮らしていくことができると、地域全体の幸福度に当てはまるか分かりま

せんが、地域全体が柔らかく、優しい雰囲気が作られていくのではないかと思

います。 

その時は松本平に暮らす以上、森や緑の地域資源は非常に重要で大きな役割を

持っているので、その人たちをどのように繋げるのかという話は僕も勿論関心

があるので引き続き皆さんの議論を拝聴しつつ、参加出来るところは参加して

いきたいと思います。 

 

（市川） 

一個人だけで山のことをいろいろ考えてもなかなか答えが出ない場面が多い

と思っていました。今日、皆さんと２時間お話するだけでも自分の中で身近な

山や、どのようにしたらより良くなるのかに対する理解度が少し上がってきた

と思うので、是非今後もこのような実感が持てるような会議がどんどん出来て

いくと面白くなっていくのでないかと思います。 

 

（香山） 

ありがとうございました。 

森林再生実行会議の第５回が終了となります。 

会議としては終わりますが、集まった会議ではない形で実行会議自体も部屋

で集まって話をするよう事ではない。 

市民会議の前哨戦としてはっきり見えています。報告書作りだけでなく、延

長戦の部分含めて、いろいろな形で事務局の方の協力も得ながら進めて行きた

いと思います。 

具体的なスケジュールは、市長さんに報告を出す日は決まっていますが、ど

のように調整をしながらやっていくのか。このような形での発信は恐らく最後

となり、次は報告書という形で発信することになると思います。いろいろな形

で今日実際にお会い出来た菊池さんと市川さんには、また関わっていただきつ

つ、いろいろな人たちのサポートを得ながら取りまとめていく作業が出来れば
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と思います。 

一年間ご苦労様でした。最後に事務局にお返しします。 

 

（総合戦略室長） 

 ゲストのお二方、どうもありがとうございました。 

改めまして委員の皆様には御礼申しあげます。ありがとうございました。 

本日で、全員が集まって行う会議は一旦締めくくることになりますが、先程

小山さんからもありましたが、市長への提案書を出すということがございます

ので、引き続きよろしくお願いします。 

市としましても次年度に具体的なアクションを起こして行かなくてはいけな

いと思っています。 

その中で市民会議というお話がございました。 

市としまして林業に携わる方、市民の方々、そのような方々を繋げる役割、

責務があると思っております。今後も皆様にはお付き合いいただけたらと思い

ます。 

改めまして菊地さん、市川さん、本日はありがとうございました。他の市民

会議でもお世話になり、本日はこのような形で再度、関わっていただきました

ので、今回もよろしくお願いします。 

本日はありがとうございました。 

 

（森林環境課長） 

以上をもちまして第５回森林再生実行会議を終了いたします。 


